














要約:昭和 60 年から毎年浜田市内小中学校の小学 1年、4 年、中学 1 年生を対象に動脈硬

化危険因子を調査している。その中で問題の多い血清脂質に関して検討した。その結果は、

①精度管理が必要である、②universal screeningで高コレステロール血症の頻度は 17 か

ら 26%である、③targeted screening ではハイリスクグループは 20.2%になるが、高コレ

ステロール血症を選別する感度は38.0%であった、④高LDLコレステロールを選別する時、

血清総コレステロールの cut off 値は 200mg/dl が妥当である。 


